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範
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應
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。
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仕
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濟
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.
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■
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萬
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又
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:
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；
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。
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ず
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又
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濟
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又
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；：考

へ

：
て

ね

る
*
 

{ C
*

,

本
、集.

中

を

伴

は̂
.

.

に「

增
：：

大
し
つ

 

あ
る
大
資
本
形
成
ど

M

ん

で

小

資

本

家

.
の
數
は
な

.
第
.二
十
.四
卷
ソa

.

四
〇
五)

：

獨
逸
社
-政
會策！

！

論
前
：史

：. 

第

九̂

:

レ
、
九
ン



.

，第
二
十I

 

C
5

C
.

六〕

網
逸
一
社
會
政
策

S

前
史 

第I

七
か

，ほ
二 

.層

：大
.
.
.
な

る

：比
.率

；で
.增
加

.す

.

.

る
：：.

S
思
.ば
れ
右
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又
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.
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れ
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潜
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參
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.
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參
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追
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す
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鐡
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右
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れ
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ら
れ
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條
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ら
れ
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濟
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。
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濟
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濟
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又
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濟
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得
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。
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濟
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す
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の
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？
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^
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を
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な
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蓄
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；
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ら
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受
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追
を
す
る
の 

で
な
く
し

re
、勢
働

♦

望
者
が
，然
が
す
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れ
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濟
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濟
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。
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檨
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/
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も
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mê

ol.lepkonzequenzea.':

...驻
三
 

H. waentig:.Î
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.
'
■

■
壇

：
社

會

主

義
a
論
'の
'道
を
.拓
い
た
反
自
由
主
義
的
經
濟
理
論
、社
會
理
論
は
今
述
べ
た
1 

多
で
ぁ
る
益

^
'再
び
戾
つ
て

'
'一'八
.六
，0
年
代

^
於
/け
，る
講
壇
社
會
主
義
の

11
芽
を
窺
ふ
。

先
づ
シ
ノ
モ
ラ
ァ
は
其

の「

所

得

酸

前

揭

書)

に

於
V

V
、
シ
エ
ッ
フ
'
レ
の
論
文

「

國

民

經

濟
R
於
け 

る
人
偽

€
財」

化
關

說
し

彼
が

唯
、物
財
界
を
の
み
認
め
页
化

其

の
上

k

A
間
の
存
在
す
る
事
を 

忘
れ

た「

交
易

論
的
見
，地」

の

反
對
者
た
，る
©
を

歡

迎
し
て
ゐ
る
。

此

の

著

作
^
於

い
て
シ

ュ

モ 

ラ

ァ

は

經

濟

現

象

の純
私

經

濟

的

見

方̂

反
對
す
る
、即
ち
此
の
見
方
^
從
べ
ば
勞
働
者
は
單 

な
る
生
產
機
關

で
あ

々
s 

一
 3 、

輕
濟

¥

は
交
易
理
論
に
過
ぎ
な
い
。
經
濟

學
本
來
は
、人

間
經 

濟
の

有
機

體
k
,關
す
る

體
系
的
理
論
で

な
け
れ

'ば
な
ら

-
Q
し
、
經
濟
學
の
最
高
諸
問
題
は

い
づ 

れ
も
其
の
解
決
を
、哲
學
及
び
歷
史
の
最
高
諸
問
題
ど
相
關
連
せ
し
め
る
事
に
ょ
つ
て
の
み
見 

出
し
得
る
ど
。
此
の
論
文
の
主
對
象
た
る
課
稅
の
根
本
原
則
は
國
家
及
_び
經
濟
の
有
機
體
の 

學
到
に
求
む
可

.さ

で

ぁ

へ

國

家

は

人

類

の

'.ょ

 

>
 高

さ

天

賦
k
對'し

：：

て
外
，的
，條
：件

を

設

け

ね.ば
 

な
ら
ぬ

一

組
織
體
で
あ
る
。
故

R 

a家
は

.一
個
の

：
.道
德
的

m

l
M I
ぎ
で
あ
る
、そ
れ
故
^
國
家

は
決
し
て
自
己
目
的
の

%
,の
で

.は
な
い

s

1 
一

0
。
.

し
か
し

#

體
：は
個
別
を

•有
..機

體

は

肢

體

を

銃
 

街
す
る
が
如
く
國
家
も
個
人
的
存
在
を
統
制
す

.
る
‘
4

多

高
い

’倫
理

.的

.な
、力
.で
な
け
れ
ば
な
ら 

g

>

.此
の
有
機

.體
的
倫
現
的
、且
つ
目
：的
論
的
考
察

^

*
く
國
家
：觀

^
.ょ
れ
ば
、マ，

.X
チ

.テ
ス
：タ 

ァ
派
の
そ
れ

^

相
對
し

.て

，
個

人

の

：
自

：

.由

な

：
活

動

を

拘

束

.す

る

：
國.家
' 
の〔

稹

極

：的
：活

動

を
.是
：認

す

：
 

る

充

分
.な

根

據

が

與：

へ
：
ら

れ

：る
：。'
.自
由
：は
放

恣

^
同
一
視
ー
れ

.
rc
;は
な
ら

g
、

又
抽
象
.的
觀
念 

ビ

し
て
認
め
，

&•
る

バ
P

で
.な
い
、眞
の

.
自
由
は
、自
己

' 自
.か
ら

.
R
,世
界

k

於
け
る

*-
1
正
.
當
$

る
地
位 

'5
:
興
へ

.ん

€

す
；.る
、偷
理
的
智
的
完

.成

の

中

ド

在

：
る
。
一
し
：か

し

.之〕

れ

は

、同

時
.̂

人
間
的
局
‘限
の 

本
體

.か

.

.ら

結：：

果

す

る

、就
.中
.總
體
的
，生
命
を
組
織
す

.る
：事
か

&

_
ず
る
：
^

束
.公
_

か
ら
，̂
置
く 

も
の

.で
，あ
る

'
。
" 

.

' 

■ 

:

ぐ
.

.

■ 

- 

ノ.
-

パ
.

.

.

.
,■
■
■- 

. 

; 

.

.. 

. 

•

-

.

「：

次
、暴

#
:者
問
題

」

は
.此
の」

間
題
：
を
：單
：
な
る
：P
濟
：問

®
. 

§
み

な
へ̂

で
f t

理
的
一文
' 化
.的
_

®
7£
-
 

み
此
の
：問
題
：

0
:解
'決
：を
：經

濟

學

；が..成
；就
^
#
.名
：
ネ
ぜ〖

ば
、經

濟

學

が-

つ
，
の
：»
.
_的
世
：.界
»

の
'
 

熱
情
-
Rょ

0
1て
：擔
ぼ
.：れ.た
る

時
k

»
い

-̂0.:

み
>で
.：あ
る
ビ
#

ふ
。
：
シ
：：：
で̂
ネ
ァ
，
は
：肩

由

放

：任
，
 

が
.多
く
の
潜
在
的
勢
力

.を
■開
'放
し

'^
多
' 大
の
.
*一：步：へ

.の
貢
，献

3:
成
鍊
し
；た
事
を〗

否
；定
し
な
い
。
 

職
業
：
自
由
、自
由
.
.移
動

_

住
の
.自
由
：結
婚

の
肩由

：，

等は
：：

勞
働

者
处
ミ
つ
へ
て
.も
.

確
守
す

^
:

♦
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功
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二
八

で

ぁ

；る

し
か'

し
生

_

及
：
び
消.

費
，の
.增

進.以
'外̂

、
之

れ

；
は

：弊

，
：害

? :

生

じ

た
'

の
;

で
、文
化
.生
活
の 

_
.
和
k

反

す
名
、從
b
,て

：

1

般

の
意
識

及

び

生

替

一
つ
の

ー

反

動

を

暨へ
の
萠
芽
を
ふ
く
む 

反
.f

)

呼

び

起

す
2

り
た
。.

吾

，
々0

時

代

を

，
昔

0

錄

に

諸

輝

の

社

會

階

級

の

對

抗

で

覆

滅 

哎

し

め

て

は

な

ら

ぬ

爲

め
k

は
、下

層

階

級

を

精

神

的

道

樣

的

拎

向

上

せ

し

む

：る

義

務

を

認

め 

ね

ば

な

ら

ぬ

：。
：
：少

ぐビ
も

上

流

階

級

は

此

の.

向

上

.:?
:
妨

げ

て

は
な
ら
ぬ
。

健
全
な

'

る

發
®

は
、
 

間

斷

な

ぐ

常
^
益

々

多

く

の

人

々
•か

人

類

共

同

の

あ
ら
ゆ
る
財
貨

k
參

加
^
せ

ら

れ

る
運
動 

を

偏

狹

な
$

 

&

主
_

 

ょ
；つ
せ

®

 

^

 h

ら
A

 

z

s

c
 

k

 

f

eる
。

之
n

が
0

め
^

は
、
-<

 

^

ェ 

場

主
i

«
者

s

、

1

個

の
經
»
上

の
契

約

關

係

の

兩

當

事

者ビ
し

て

丈

け

で

、そ

の

利I

 

係

は

相

互
k

對
.

立

し

て

ゐ

る
ビ

.

云
，
ふ

樣
5

抗
さ

せ

ら

れ
、彼

等の
契

約

の

內

容
は

は
、常

k

需 

要
供
給

.

の

，

一 .

時

的

關

係

が

之

れ

を

.決
I

定
す

'

る
.

s

'

ぶ
等
，の

事

な
か
ら
し
め

.

る
、
の
が
必
要
で

b

 

る
S
 
5
 
.

需

要

供

給V
J

は
：唯

の

外

的

現

象

で

あ

る

。
：，

.

是
.等
數
«

の
決
定
原

.因

.ば
»

理
的
、
A

.1
! 

的
な
全
文
化
生

.

活

0
中
^
橫
は
々
，此
の
生
活

.へ
I

間
は

:

自
由
構
作
的
に
立
入
る
事
が
出
來 

る

.
現
時
的
數
量
は
可
變
し
念
い

ビ
し
て
も
、此
の

.決
定
原
因
は
人
間
の
.，働
さ
か
け
め
對
し
て 

開
放

5
れ
て
P

る
？
經
濟
生
活
は
先
づ
最
初
丈
け
が
自
然
的
外
界
的
條
件

i

實
，ど

k
衣

®

す
る
、是
等
の
條
件
及
び
事
實
は
、分
配
ょ

A
も
む
し
ろ
生
産
を
左
右
す
る
。，
經
濟
生
活
の
倫
现 

的
形
成
は
可
能
で
あ
る
、經
濟
學

R
於

S

て
も
身
體
を
創
造
す
る
も
の
は
精
神
で
あ
つ
て
、故
に 

改
良
が
、唯
犁

ド
外
‘的
k
丈
け
で
な
く
、

㈣
も
の
か
を
下
層
喈
級
に
提
供
す
る
時
に
の
み
結
實
す 

る
、改
良
は
內
面
的
^
改
變
せ
ね
ば
な

&

1

s

o此
の
目
的
^
從
つ
七
手
段
が
選
ば
れ
ね
ば 

な
4

ぬ
。
此
の
手
段
に
就
い
て
は
シ
ュ
モ
ラ
ァ
は
組
合
制
度
を
論
じ
傭
主
の
福
祉
施
設
を
論 

ず
る
、そ
し
て
後
者
は
、傭
主
に
、道
德
的
義
務
の
遂
行
ヾ

」

永
續
的
個
人
的
利
益
の
追
及
ど
は
相
合 

致
す
る
事
を
證
明
す
る
。

. 

. 

' 

■

此
の
シ
ュ
モ
ラ
ァ
の
著
作
は
誠

^
反
自
由
主
義
的
な

劣

の
で
あ

.り
た
。
方
法
論

•上
k
於

い 

て
は
抽
象
論

%
排
し
、自
然
法

?:
以
つ
：て
單
な

6:
經
濟
生
活
の
合
法
.性
以
上
の
も
の
ヾ

.C
-
解
す
る 

場
合

k
は
、之
れ

.を
拒
否
し
、調
和
論
的
獨
斷
の
固
守

U

替
多

k
if
c
會
改
良
の
必
然
を
說
い
た

R 

も
拘
ら
ず
、未
だ
機
熟
せ
ざ
る
も
の
ゝ
如
く
、表
面
上
の
正
式
の
斷
絕
は
布
告
せ
ら
れ
な
か
つ
た
。
 

此
の
，間
、宗

敎

的

外

衣̂
覆
は
れ
て
其
の

.意
義
を
隱

3
れ
て
ゐ
た

1

片
の
所
論
が
あ
つ
た
。
之 

れ
は
工

,
グ
ヰ
ン

♦ナ
ッ
セ
の

-—
»
八
六
八
年
芮
地
傳
道
大

#

1

k於
け
る
講
演
で
あ
る

g

五〕

。

シ
ュ
モ
ラ
ァ
の
云
ふ
、勞
働
問
題

.の
解
決
に
當
つ
て
は
勞
働
階
級
の
精
神
的
知
識
的
向
上
を
以 

第
二
十
四
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1
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第
二
.十
I
 

. 

(

5
五
..六

)
：

獨
證
會
餘策！

}

f

t
 

,

1

 

.つ

て

勞

働
£

す
る
.
#要
2

加

1

以

上
S

要

な
*

s

>

.ヒ

し

だ

見

解
ば
、此
の
ナ
ッ
セ 

の

勞

働

問

題

は

社#
組
織
の
問
題
で
ぁ
る
ど
の
見
解
中

S

び
現
は
れ
る
。
此
.の
問
題
の
意 

義
は
、
a
會

■，の

組

織

を

唯

車K
國
.民

生

活

の

全

般

の

關

係I

外
M -
し

た

考

察
R
よ

ら

ず
こ
、此 

の

全

關

係

ビ

最ネ
密

接

に

結

合

し

て

觀

察

す5

合

S

み

認
I

れ
る
o

勞

働

者

の

經

濟 

上

の

ま

位

，.
/昔
}
比
し
て
向
上
し
た

0

賃
銀
も
ほ
^
全
體
を
通
じ
て
增
進
し
た
？
し
か
も
勞

y

:

o

^

l l
o

p

i l
i l
“

y

變
化
は
法

f

 

S

?
唱
へ
る

S

I

S

S
等
道
義
的

S

の
存
在
す
る
を
否
定 

す

I

想
よ
つ

.v

促
f

れ
て
？

气

多

ぐ

S

者
は

©
由
競

S

よ
？

代
價
決
定

か
最
も

S

营

決

定

t

る

I

へ
る
、し

t

s

紀
的
拘
束
：裏

S

雪
的
後
見
制

よj
T
P

自
由
競

#

の
開
展
を
以

0

て
良
し

S
す
る
此
の
傾
向
は
、ナ
ッ
セ
の
見
解

£

へ
ば
、誤 

で
ぁ
る

' 
何
故
か

W

云
へ
ば
彼
等
は
勞
働
契
約

.
際̂
し
て
.•雨
當
事
者
が
平
等
な
對
立

.を
し 

過
し

i

る
。
即
ち
第
 

一
K
傭
主
は
此
の
交
涉

I

し
：
5

際
多
勢
の
勞 

f
者
-

i

t
得
る
、之
れ
傭

S

 
€

つw

第

！ 

0
利
益
で
あ
る
、第
ニ

う

づ
れ
の
價
格
獵
爭

k
於

S

て
も
で
あ
る

が
，如
何
な
る
條
件
で
も
自
分
の
商
品

?:
手
離
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
^
考 

換
言
す
れ
ば
、提
供
せ
ら
れ
、た
價

格
が

不
'滿
足
な

'る
故

k
、一
時
、賣

.方
を
手
控
へ
て
、希
：望
の
値
段 

の
出
現
を
待

a

ど
云
.
ふ
、■あ
る
時
間
手
控
の
出

‘來
な

S
.

者
は
、此

.の

..決
定

R
於
い

v

不
利
で
あ
る 

此
の

«

k
於
V

て
勞
働
カ
の
即
時
賣
却

^
よ
つ

.て
生
4:
.?:
維
持
す
る

.勞
働
者
_は
不
利
益
衣
立 

揚
^
あ
る
。
第
三

.の
，
黙
は
、傭

主.は
.如
何

.な
る
場
合

R
讓
步
す
ベ
合
か
、其
の
.時
機
の
判
斷
に
於 

S

て
勝

れ

る

。，
最

後

に

、契

約

が
.成
立
し
な
い
塲
入
ロ

^
は
、勞
働

.者
は
寶
却
代
金
♦
の
も
の
を
失 

ふ
，然
か
る

{C
傭
主
は
、
^S.

收
益

k
損
失
す
る
丈
け
で
、之
れ
は
、增
加
し
た
事
業
經
營
に
よ
,つ
て 

間t
p

な
く

‘«

决
を
補
塡
し
得
る
地
位

^
あ
る
。
又
從

^

て
、
勞
働

te
的
の
締
結
ド
は
兩
當
事
者 

が
同

#

な
力
の

.强
制
を
感
ず

.るv
j
1
K

ふ
の
冬
墟
で
あ
る
一

0

;.:

:

:■
要
す
る

k
:勞
働
關
係

R
は
.市
揚
.過
程
か
ら
發

.生
す
石
：
丈
：
けQ

«
.
»關
係
を
見

..る
：丈
け

'で
は
；
 

不
可
で
あ
石

:°
其
處
に

_.ナ
ッ
セ
は
よ
ぅ
强

.い

.

.一
ハ
個
の
共
同
生
活
體
が
在
办
、人
間
對
入
間
の
、道
義 

的
結
合
が
成
立
す
る

.0
-

.

故
^
偷
理
的
要

素

が
經
濟
生
活

R

.も

作
用
し

I

れ
ば
^

ら
ね
。

，利 

润
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濟
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之
れ
が
國
內
傳

離
協
#

の

集
會
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反
自
由
主
義
的
倫
理
主
義
の

方
面
に
相

常
の
效
果

が

あつた
 

で
.
あ
ら
ぅ
。

し
か
も
ナ
ッ

セの所說は、
由主

' 義經濟謫客の

' 
生
産
第
 

一_ 

_
の

見
地
を 

無
視

し
て
■ゐない。
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シ
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。
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史
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。
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追
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濟
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ゆ
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>
れ
て
、事
物
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の
k
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い
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せ
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2

る
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あ
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ば
木
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«
人
的
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a 
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階
級
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係
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,
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外
に
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0
て
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奪

ん

.ど

す

，

此
の
研
_

、是

等

兩

者

の 

侧
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正
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な
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存
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出

す

で
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.て
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究
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殊
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的
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；な
，く
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實

行
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す
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云

ふ
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ら
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、之
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を

公

明

に

宣

言
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ら
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政
黨
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び
經
濟
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階
級
一
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爲
め

k
滿
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せ
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あ
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、

^
に
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れ
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滿
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.る
0

'し
'か
學
猶
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猶
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：
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す
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を
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光
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又
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薪
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産
及
び
所
得
分 

配
の
.不
平
等
を
認
め
な
い
、此
の
外
的
經
濟

'生
活
の
全

.

.：飛躍
を
補
足
す
る
爲
め

'に
、吾
々
の
德
義 

風
俗
、吾
々
の
法

:#
、道
德
意
識
に
同

'V
'
樣
な
濺
躍
が
な

さ
れ
る

ビ
云
.ふ
事
を
，認
め
な
い
。
そ
し 

て
趣
の
细

:&
飛
躍
は
、之
れ
が

»
現
さ
れ
る
.迄
に
は

^

十
、»
百
年
の
長

§
歲

月

を

要

す

べ

，</
兎 

祀
角
，今

日
^
は
，い
づ
れ

^
し
て
も
い
ま
だ
此
の
.飛
躍
が
少
し
本
行
は
れ
て
ゐ
な
い
ど
云
ふ
事 

{C
對
し
て
、一
不
知
を
示
す
者
で
：あ
；
る
o
.:

•
, 

. ?

『

之
化
對
し
て
逆
め
見
解

-'
?
:

VJ.

る
■者
.、即
ち
、國
民
の
精

.神
：的

»
理
的
..內
的
生
活
ミ
法
律
及
び
經 

卿
の
外
部
的
體
成

ビ
の
間

^
脈
絡
を

_

め
る
者
、他
の

®
素

ビ
同

-L
r
ぐ
此
の

^
.
*も
®
耸
に
活
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の
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進
な
經
濟
論
..客
の
有
す
る
特
殊
な
矛
盾
を
犯
す
も

の
'でm

 r

彼
等
は
猶

I

漏
の
私
法
、國
法

を
以
つ
て

(

又
m

は
S

な
戰
も

あ
る

s

: f
儺
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史
的
化
枕
時
代
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れ
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れ

化
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す
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他
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は
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&
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圏
.
n

k
成
立
し

' て
.
ゐ
る
勞
働

*
傭
の

.偾
務
法
は
之
れ

k

年
を
觸
る
べ
さ
も
の
で

.は
な
い

V」

し
て
、此 

の
：前

k
立
，ち
，止
ま
つ

'た
ま
、
で
ゐ
る
、故

R
各

等

の

點

に

於

，い
て
、唯k
保
守
、的
で
あ
る
の
み
な 

ら
ず
、過
度

k
ま
で
反
動
的
で
あ
ぅ
且
つ
：舊
式

'信
者
で

*
る
。
吾
々
は

.無
造
作

^
此
の
制
度
.の 

諸
.形
式
そ
れ
自
體
を
攻
擊
し
樣

?
云
ふ
の
で
は
な

'い
、是
，等
は

.又
今
日
の
體
形

k

於
い
て
は
、歷 

史
的
次
生
成
し
た
，

I

定
の
.事
情

.

V
J

道
義

w
k
/ょ
つ
.
て
‘條
件
づ
け
ら
.れ
た
制
度
で
あ
た
し
か
し 

^
=
Rあ
る
が
儘

k
あ

つ

た

の

で

も

な

，け

れ

ば

將

來

必

然
^
か
く
：あ
る
可
し
ど
云

.ふ
も

の
で
も 

なS
1

定
の
甘
ノ
へ
ら
れ
た
，外
的
內
的
關
：係
の

.

.下：̂

.

.
*
.
.

會
k
'

vj 

.->

.
/て
.最
.善

0
.
_法.的
.、形
.式
.で
'あ
る 

時
允
の
み
，其
の
內
的
是

.認
を
：保
持
す
る
丈
け

.の

.名
の
-で
，あ

.る』
X

六：六
0
丨
六
六
5

«

.

シ
ュ
モ

ラ
.ァ

は

此
の
著
ド
於
，い

'
-て
.小
土
業
企
寒
者
の

‘壊
亡
を
諳
る
。

.
し
か
し
：彼
，：等
自
身

^
. 

此
の
壊
滅
の
責
任

t

正
さ

し
'く
負
モ
可

.

も
の
は
無
い

c£
觀

る
'.
0
.
斯

.ぐ
の

如

く
し
て
中

®

的 

小H

業
者
は
、何
等
自
己

k

罪
過

.な
く
.貧
窮

R

陷
る
^

對
し
、他
方

k

は
、個

人

的

.
の貢
献

の

明
'ら

， 

か
：
な
る
.も

の

ネ

ぃ
.の
衫
巨
，大
の/財

產

や

唯

物

的'著

侈

の

發

：生
：
:?
:

促

す

.社
#

'

$?:
:っ
：た
。
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ら
ぅ
、即
W

之
：

れ
，.

は
、少v 
く
.：
 V.7P.

大
：略
ば
：個

入.的
#

性
：K
常
^

^

^

^

^
は
：
社
#
階
'級
の
、
道
義
的
精 

神
的
貢
献

』
一

致
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
士
。、
佘

^
云
ふ
、大
略
化
は
ビ
。
蓋
し
全
然
斯
く
の 

，如

.き
は
事
：：
®:
.で
も
な

.か

ら

ぅ

；
し

、
事

實

，
で

：
も

あ

$

得
：ぬ
：*°
'現

在
.せ
：♦

財
：產

分

配

は

，
一
部
は
、常こ 

數

百

年

背

か

ら

のi

力

^
、諸
.種
，の
：偶

然it
-
、：又
,法
律
や
へ
經'濟
的
性
質

;?
:
持
た
ぬ

'出
來
事
ド

a
及 

せ
し
め
ら
；る
可
き
も

'の
で
あ
る
。
し
か
し
先

.づ
；大
驗

fc
は
、事

.物
の
；定
例
的
經
過
の
中

^
.は
、巧 

i>
な
る
者
が
儲

.け

.巧
妙
な
ら
ざ
る
者
が

.貧
乏
す
る

0
-唯
、此
，
の
極'め
て
-不

明

確

な

；
解

釋

^
.
.
ょ

る 

道

義

が

®

想

•
を

^

•，.礎
：w

し
て
、其
の

.誇

張
に
於
い
て

旣

化

眞

實

で
な
く
な
つ
た
主

張
、

あ
ら

ゆ

る 

價
値
は
勞

#

k1

致
す
る

' ど
云
'

說̂
が
出
來
て
ゐ
る

o

若
し
此
の
說
が
そ
の
事
實
で
あ
れ
ば 

困
：雛

な
I t

會

的
問
題
は
起
る
普
が
な

l r
o

し
か
も

是

等
の
諸
問
題

は
、

政
治
上
法
律
上
經
濟
上 

の
性
質
を
持
つ
た
有
力
な
大
き
な

.出
來
事
が
一
方

k

は
財
産

ビ
所
得
ど
、他
方
ド
は
個
人
的
貢 

献

ど
を
.置

S

て
、こ
の
間

R

あ
る
調
和
を

!

 
k

破
：つ
て
し
ま
つ
た
か
或
ひ
は
少
ぐ

ビ
も
多
少 

共
k
曇
ら
し

覆

し
て
し
ま
つ
た
時
に
は
、正
し
く
發
生
し
て
來
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
は
、此
の 

關

係
で
は
多
く
の
矛
盾
し
た
事
實
を
示
し
て
ゐ

る
。』 (
六
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彼
は
進
ん
で
農
業
勞

.働
者

H

揚
勞
働
者
の
狀

.態
を
物
語
る
。
賃
銀
勞
働
者

^
せ
ょ
、農
民
k

i

I

i

せ
よ
、又
は
近
代
的
成
功
者
の
內

^

0
へ
ら
る
可
き
事
業
家

^

せ
A
彼
等
の
繁
榮
又
は
沈
淪
、を 

の

い

，づ

れ

も

、
主

V
J

し
て
當
事
者
：の
個
人
的
效
果
よ

々
は
、他

'の
事
情
、偶
然

.又
は
國
家
的
意
圖

R 

よ
.る
//
多
会

7
P
0
.
^
見
る

O
C
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六
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.三
-

—

-£
ハ頁〕
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 々

'の
0 
k
就
い
て
は
兎

^
角
全
體

€

し
て
は
，所
有
及
び
所

#
.關
係
の
增
大
的
不
平
等
は
、
 

斯 

< の
如
く
、之
れ

^
0
す
る
個
人
的
貢
献
個
人
的
責
任
の
不
調
和
ヒ
共
に
、®
し
く
な
つ
て
來 

た
ビ
云
ふ
こ

ビ
が
出
來
る
。：
し

か
し
此
の
事
情
が
、よ

し

、
そ

の

說く
如
く

.不
甩
等

0,
內
に

も
貢 

献
.ビ
效
果
ビ
の
相
關
的
一
致
が
あ
る
事
を
示
し

v

 

4
VSI
に
著
し
い
結
果
は
*
の
不
平
等
の
第 

一

4

段
k
就
い
て
現
は
れ
る
、即
ち
中
產
階
級
：の
滅
亡
ゆ
、現

.代
の
社
：會
..的
政
治
的
危
機
を
孕
ひ
の 

で
ぁ
る

0

何
故

^
中
產
階
級
の
滅
亡
は
社
會
的
危
.機
ど
な
る
か
、即
ち
貧
富
の

'著

.し
い
懸
隔
に 

よ
つ

.
て
ニ
大
階
級
が
對
立
す
る

、
.一
方

.は
，
.蜜
侈

.？
貪
愁
ヾ

」

放
縱
ヾ

」

を
、他
方
は
貧
窮
ヒ
猜
忌
ビ
無 

知
’ミ

,?
:
暴
は
し
、共

R

惡
德
俘
德
の
限
々

t

盡
し
て
ゐ
る
、此
の
階
級

"的

.隔
絕

'は

T

般

R

は
、下
よ 

4

上

^

自
己
の
努
力

?:
以
つ
て

'

*
办
得
ざ
る
も
：の
で
ぁ

5 :
に
、下
屬

.階
級
は
、社
會
的
出
世
の
模 

範

w

し
て
は
、腐
敗
極
ま
る
此

0
-上
' 流
階
級
を
し
が
有
た
ぬ

::
-
世
相
は
斯
く
の
如
く
し
て
惡
よ 

^

更
k
.甚

i

惡
'
へ
' 

e赴
か
ね
ば
な
る
ま

Ir
o
y
:此
の
結
果
半
よ
久
或
ひ
は
下
よ

i
す
る
社
會
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革
命
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產

主

義

の

革

命̂
な
A
全
體
.的
顚
覆
か
暴
政
が
は
歸
著
し
無
所
有
渚
^
勞
働
な
ぐ
し 

て
パ
ン

^

0,
0 
 ̂

M 
^
ん
が
爲
め

te
所
有
者
を

.掠
奪
す

a:
-
.
'
事
..

>
j

取
る

？

/ 

:

:

シ
ょ
モ
ラ
ア
ば
革
命
：の
效
果
妃
就
い
て
は

論

じ
な
い
、が
赏
時

&■

般
ゆ
傾
向
比
從
.つで
念 

、れ
を
忌
避
す
ベ

i

も：

の
：̂

觀
て

P 
5

.

事
は

.

前
文
の

«

子
紀
明

& :

が
で
あ
る
？
從
つ
夂
之

1

が 

對
策

^

し
て
、田
纪
增
し
增
加
す
ー
る
貧
富
の
懸
隔
を
防
止
す
る
策

9
J
'

し
て
、今
日
現
竽
し

- p
.

、

b

 

,

る
手
エ
業
者
の
維
持
を
出
來
る
丈
け
努

.

め
る
事
を
以
つ
で
最
も

®

要

な

る

實

際

.問
題
で
あ
る 

ど
し
た

"

.

' 

一：
'.
:

:.
.

:

今
日

,既
^
此
の
！！Ef

的
の
爲
め

.̂
色
々
の
計
晝
が
爲
さ
れ
て
ゐ
る
、其
の
中

®
も
重
要

な

の
は
.
 

共
同
組
合
運
動
で
あ
る

P

し
か
し
シ
キ
モ
ラ
ア
は
此
の

.運
動

0.
出
發
す
る
根
據
、此
の
問
題
の 

解
決
を
判
斷
す
ふ
見
地
が
未
だ
充
分
な
も
の
：で
な
い

ビ
«

る
。
如
何
な
る
見

•地
か
ど
云
へ

.
ば
、
 

之
れ
：は
自
由
主
義
の
見
地
で
あ
る
。
即
ち
舊
來

0:
,拘
束
的
束
轉
の
解
除
を
要
求
す
る
以

h
ド 

稂
極
的
責
務
の
否
定

R
迄
で
行
さ
；過

.ぎ

.た
自
曲
主
義
が
其
の
根
據
及
び
見
地

^
外
な
ら
な
い 

か
ら
で
あ
る
。.社
會

k
自
凼
意
志

^
基
く

.機
關
の
存
在
せ
.ざ
る
時

^
は
、國
家
は
少
く
ど
も
並
、
 

の
.手
.
k
此
の
：積
極
的
責
務
を
納
め
、新
し
き
法
律
に
よ

0

て、
積極的な法律；

つて、
ぶこ

®

見
的
な
主
我
的
傾
向
奴
對
し
て
働
き
か
け
ね
ば
攻
ら

g
、

此
の
積

®

的
責
務

.I

之
れ

?:
自
由
主 

義
は
否
定
せ
ん
ど
し
て
ゐ
る

o

此

の
立
場
Z

を
、今

日
の
對

手
工
業
者
の

救
濟

策
?:
し
て
有
效 

:0
も
の
た
ふ
し
め
ざ
石
原

«
で
あ
る
。
急
進
論
者
が
舊
來
の
風
習

»
例
の
打
破
^
の
み
懸
命 

せ
る
'時
な
：れ

.ば
'
'

M

そ
、此
の
，稹

極

的

責

務

の

通

賞

に

努

カ

：す
，

.る
の
：は
中
間
政
黨

.及
：び
高
義
の
自 

由
主
義
の
仕
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

C

六セ
.七
丨
九
頁

)

.『
政
：：

治

的

經

濟

的

自.由
の
旗
幟
の
下
に
、人
々
は

•常
に
、
.尊
貴
な
る
、理
想
主
義
的
な

る
、凡
ベ
て 

■思
考

?:
結
合
し

' て
ゐ
る
も
の
ど
見
る

*

で
あ
る
。，.し
か
し
個
々
の
自
由
の
具
體
的
賞
行
は 

實V」

云
.
_

ふ
實
際
的
地
面
を
離
れ
て
は
な
ら

g_、

如
何
な

.る
人
間
、如
何
，な
る
關
係
を
對
象
^
し 

ゐ
る
か

?:
锘
^
が
意
せ
ね
ば
な
ら

^
。
'現

代

の

要

求

す

る

經

濟

的

自

由

、之
，れ

は
«1
象
的
に 

毫

も

不

正

で

は

な

い

、が#

k
到
る
所
で
適
合
す
る
型
で
も
な
い
。

之
れ
が
正
當
な
ぅ
ど
せ 

る
：̂

の
は
、勤
勉
、奮
闘
、責
任
、

自

已
負
擔
等
の
經
濟
上
の
德

&
を
進
め
る
場
合
に

の
.
み
限
も
れ 

殊
狀
.
之

れ

が

萬

人

又.は
大
多
數
の
者
の
利
益

^

な
る
が
如
さ
負
擔
輕
減
れ
關

-r
r

•«
k
於
い

位

益
I

:

祝
Mr
^

r

れ

る
W

&

.

も

の

で

あ

る』 (

六
七.

九
莨〕

0

■'
.

-

■

.
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.
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■
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『
或
：：.者
：は
自
己
：
.の
特
別
な
營
利
、商
賣
土
の
：利
己
的

'見
地
か
ら
、全
體
の
者

k
利
益

V」

.、個
人
の
放 

縱
攻
る
營
利

慾
ド
は
損

•
を
與
へ
し
め
ん
？

'す
る
、道

'義
.的
法
律
的
拘
束
及
び
統
制
の
廢
除
を 

.の
??
む
？
彼
等
は
大
衆
を
無
遠
慮

k
搾
取
し
、屢
 

< 廣
は
れ
て
節
操
な

&
御
用
新
聞
を
®
じ
て 

支
持

^
れ
乍

&
之
れ
が
全
般
的
利

益
^

は
か

>
9
つ
ゝ
あ
を
の
だ

マ」

一云
.ふ
事
を

輿
論

k
知
ら
し 

め

ん

^
努
め
る

』
(

六
S

S

O
 

'

:
シ
ュ
モ
ラ
ア
は
自
由
競
带
等
に
附
帶
し
弋
公
明
の
渝
理
的
義
務
を
說
ぐ
。
公
明
の
道
、義
を 

欠
く
者
は
、暗
陰

S
不
透
明
の
中
に
活
躍
し
て
公
衆
を
傭
蹣
し
搾
取
す
る
も
の
で
あ
る
、彼
等
は 

良
己
の
僞
善

?:
.表
明
せ
し
む
る
有
力
な
機
關

5:
-
有
す
る
、公
衆
の
無
知
は
又
、之
れ

k
瞞
着
せ
ら 

れ
て
辜
も
■悟
る
所
が
な
い
、斯
く
の
如
さ
事
情

.は
•自
由
競
爭
を

•し
て
其
の
弊
害
の
み

t

逞
A
せ 

し
め
、引
い
て
は
警
察
的
取
締
の
必
要
を
將
來
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。

.

“ f

斯
.く
，
の
如
さ
は
、營

業

の自

由
ょ
S

戯
の
'自

由
'へ
、詐
欺
的
破
產
を
爲
す
自
由
へ
、最
後
に
は 

犯
S

の
自
由
へ

S
導
び
く
急
、勾
配
の
道
で
あ
る
。
し
か

.

人̂
々
''
は
.此
の
犯
罪
の
自
由

^
ょ
.つ
 

て
完
全
^
犯
罪
を
除
く
事
が
.出
來
る

V

保
證
し
得
る
ヾ

」
云
ふ
の
で
あ
る

』

0六
八
5)

。

現
實

R
於
げ

る
.自

由
競
爭
は
尙
ほ
別
^
弊
害
を
有
す
る

.、そ
れ
は
、英
獨
の
鐵
製
品
の
競

0
の

場
：合
ど
異
つ
て
傭
主

V」

勞
働
者
、主
人

V」

召
使
の
揚
合

^
あ
.つ：て
；は
不
均
衡
な
.相
手
を
同
一
競 

.

.場
«

^
立
：せ

-5
.
か
ら
で
あ
る

0

.

『

此
の
場
合

R
於
い
て
も
非
常
に
良
好
な
德
義
的

®
濟
.的

關

係

があ
れ
ば
、絕
對
的
自
由
は
最 

善
な
：
も
の
た
：
ぅ#

る
。
し
か
し
極
め
て
屢

\
經
濟
的
自
由
は
、完
，全
な
る
抑
壓
ど
殘
酿
な
る

0 

取
ど
を
意
味
す
る

^
外
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

』

眞
相
を
公
明

R
す
る
：機

關

が

上

流

，階

級

の
：：

肇
中
：に
あ
る
、又̂

層
階
級
の
何
等
か
の
機
關
は
、
 

不
誠
實
R

し
て
野
望

.あ
る
：指
導
者
の
粗
野
ど
俗
惡

s

k
ょ
つ

て
歪
：
め
ら
れ
、標
的
を
越
し
す
ぎ 

た
.
6、し
か
ら
ざ
れ
ば

.

.良

さ

の

'を
■あ
：t
A
y

M 

i
不
信
用
ゃ
す
る

^
.至
”
5

。

■ 

Hか
：A 

.る
#
it
と
あ 

る
が
，故

k 

'
全
國
民
の

»

_
的
靡
來

.：の
»
會
：者
く
し
て
國
家
が

.全
般
的
刹

®
.の
：爲
、め
に
何

」V

か 

于
涉
せ

，ね
ば

-

な
：
ら
ぬ
事
#

^

あ
る(

六
八
ニ
丨
三
：頁
：}。

/
、

國
家

.の
羊
渉
は
自
由

.主

.義

.者
が
官
：僚
的

w
し
：：

セ
嫌
忌
す
る
所
の

'
:
:
も
；
の
.■で
あ
る

。

 ̂H :

モ

ラ 

ァ
は
民
主

.的

.制

.度

.及

.び
' 地
方
.，自
.：治
國
：體

.

.又は
、自
由
：意

®
:的
：機
關

の
.

活
躍

を

期

待

す

：る
：。
し
か 

し
乍
ら
、事
、
所

有
階

.級
の

階
級

'的
.關
心

k
關
す
.

る
.

場
合

R
於
い
て

は
、國
家
機
關
の
必
要
は
缺
く 

可
か
ら
ざ
る

も
の
士

.

な
る
：。

-

而
.し
て

.自
由
政
霉
者
が

.

.官

.僚
'主
義
士
し
て

贬
す
一
所
の

'

も
.の
は
、對

锒II

十
四
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1

1
 

-
o
s
^
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,

1
 

s
 

六

蜂

霉

：
的

，
策

劣 

は

、
今

日

：

.非

難

す

，
る

所

：
の

ベ

政

策

を‘自
_
 

;

.

.又

國
r
千
.渉

を

耻

會

主

_

的

で

务

義：.：

な
.
.名

：
非.論
.
.
^
f多

，®
:傾

；
向

•
E々

翁

當
.主
.義
5

 

>ダ
 ̂

f 
f 

£

•
し
5

♦
か

け

ら

れ

る
S

し
s

 

2

ま

丑
 

せ

ざ

，
れ

共

、
辨

つ

；
て

文

廉

*

主
_

的

政

策

れ

：對

し

て'は
：
、
反

；

»
'で
も
.る
'
:が
、財
.

產
：.

制
，度
：♦

の
.

I
、 

姓
質
ょ
々
し
ハ
て
、財
：產

猶

た
f

渉

す
S

は
毫
も
以
；5

澈

|

會
.主

義
的
ビ

し
.て
，
_

し
去 

る

可

さ

も

の

で

な'

s

ビ
觀
る
：
。
.

『

财
：產

制

度

；は

絕

對

的

の

も

の

で

は

な
.い
、財

產

制
‘度
の
'價
値
，は
、之

れ

が

そ

の

個

人

の

貢

獻

こ 

V
*る

ビ
沄
メ
ょ
ぅ
は
服
會
の
結
果
で
あ
る
、各
個
人
は
社
會
及
び
國
家
に
對
し
て
非
常
に
負
ふ 

所
多

S

も
の
で
あ
る

か
ら
.彼

の
所
有
財
産
は

I

k

對
す
一
る
廣
汎
な
る
義

f

負
擔

ビ

一
緖 

k
し
て
始
め
て
考
へ
ら
る
可
さ
も
の
で
あ
る
。

„

.
杓
束
干
渉
は
平

^
時
た
際
し
て
は
、相
當
の
限
界
に
あ
か
れ
る
、し
か
し
非
常
時
に
際
し
て
は
、
 

此
の
限
界
が

»
大
$

れ
.て
毫
も
木
當
で
は
な
い
事
、之
は
國
防
義
務
が
.戰
時
に
於
い
て
生
命
の

J

- 

-

I

s

I 

I

.

.

.

.

.

.

 

一
 

1—

1
 

一
 

—

r
r
i
f
l
l

a

l

l 

it

-
-
:.
=
g
r
i
,
M
TI
5

l

.

s

s
;
.
:
_ 

一

犠
牲

s

へ
を
要
求
す
る

.の
k 

し̂
て
考
ふ
可

&

で
あ
る
。
故
^
全
體
の
爲
め
に
す
る
最
少
の 

犧
牲

?:
要
求
す
る
事
を
不
合
理
な
社
會
主
義
的
思
想
で
あ
る

V
J

す
る
財
產
說
は
如
何
^
も
憫 

笑
す
べ
さ
も
の
で
あ
る
。

.

『

何
處
か

^
於

l r
て
•經
濟
上
其
の
他
の
理
由

k
ょ
つ
て
階
級
的
所
有
的
關
係
が
非
常
に
不
正 

規

ビ
な
A
、爲

.め
R
國
家
社
會
の
將
來
が
脅
が

^
れ
る

k
至
つ
た

€

す
れ
ば
、し
か
る
時
は
、志
操 

の
高

%

政
俯
は
立
法

ic
上
つ
て
干
渉

-?:
す

.る

.0
充
分
な
る
吟
味
の
後

^
諸
政
策
を
德
立
す
る
。
 

之

れ
?:
藤

頓

し

て

實

行

せ

し

め

るo

し
か
ら
ば
常
^
個
人
的
利
害
が
損
ぜ
ら
れ
る

で
あ

ら
5 

'.
(
>、损
害
を
蒙
れ
る
者
は
常

^
此
の
暴
行
に
對
し
で
訴

：

へ；る
で
あ
ら
う
し
、更
に
進
.ん
で
は
壤
滅 

R
:
,至る
も
の
：が
あ
石
で
あ
ら
う
。
し
か
し
後
年
の
囚
は
れ
ざ
る
歷
史
家
は
、か
、
る
政
策
を
以 

夕
て
有
害
在
る
社
會
主
義
的
な
も
の
ど
し
て
否
定
し
な
い
で
あ
ら
う

』C

六
<
!七
頁
}
。 

n
か

i

事
情
に
於
ぃ

_
.
.
て
.社
會
政
策
の

.必
要
が
あ
る

.
®會
政
策
は
、事
情
の
未
だ
峻
嚴
な
ら
ざ

令
時

^
用

a

:&
る
可
き

も
：の
.で
、比
較
的
輕
易
の
手
段
を
以
つ
：て：對
策
^
な
し
得
る
も
の
で
あ

る
0
, 

-

- 

, 

- 

. 

_ 

. 

:

,『

若
し
«

態
が
著
し
く
惡
化
し
て
非
常

^

根
本
的
な
改
第
を
必
要
ど
、す
る

.に

至

.6
>
ば
、か

、
る

第
二
十
四
卷

a

四
七
！
5
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逸
瓧
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I
越

改

; |
實

行

す
S

込
み

2

 :

少
な

i

る
で
ぁ
ら
ぅ
、元
來
大
規
模
な
改
を

H

深 

く
動
按
せ
る
時
：代
、長

s

或
ひ
は
短
期
間
の
暴
力
獨
裁

I

來
す

5

 

5

治
事

t

の
み
適 

.
す
る
レ
自

由
な
る

*

會
主
義
の
憲
法
は
か
、
る
深
刻

2

會
断
華
の
結
着
ゝ
の
爲
め

^
隹
ら 

れ
た
も
の

で
I

論

し
.か 
> 
る
場
合
政

黨
の
鬪
爭
S

烈
® 

&階
級

g

 

J

變
f

で
b

ら
う
か
ら
 

o
.

』

：
'-
'
セ
.

.
' ノ 

v
.
v
'
c 

.

ノ
 

『

し
t

旣
k
述
，へ
た
樣
紀
ま

ぎ

そ
れ
程
深
刻
な
改
革
を
問
題
も
し
て
ゐ
な
い

6

溫
和
な

段
で

f

、現
存

J

S

之

け

I

が
出

f

。

；
|

外
備
于
涉
か
加
へ
ら
れ

.る
事
が
避
け
ら
れ
得
る
な
ら
？

れ

S

構
で
あ
る

。
' 
蓋
し
、か
、
る 

干
涉
の
^
到
的
作
用
は
極
め
て
問
題
で
あ
る

か
ら
9
\'
;
產
業
生
活
の
改
革

^
就
：い：
て
？

論
： 

て
.ゐ
る
.のP

あ
る

: s
業
生
，活

k

を
0
.て：は
、所

有

S
云
：ふ
事
は
そ
れ
程

®
要

S

で
よ

U 
く 

て
人
‘格

的

資

性

が

ょ

裏

大

な

の

で

ぁ

る

。

手

H

業

者

の

精

神

的

技

術

的

向

上

、蔬

い

て

は

勞 

働

階

級

の

そ
° >
が
到
：達

せ

ら

る

れ

ば

、之

れk

ょ
っ
て
最

i

大
な
る
も
の
は
成
し
遂
げ
ら
れ 

f 

f

i

t
先
つ
第
一
に
、人
々
を
、異

0
'

た
-社
會
的
習
慣
、異

C
V

た
家
憲
的
道
義
、：

,
.い
：廣
い
達 

觀
よ
う
高

S

技
術
敎
育

^
敎

化

す

る

事

を

問

題

ど

す

る

：
；

.だ

が

之

れ
S

め
s

i

人
的

I

i
§

力
' は
不
充
分

.だ
く
云
は
ね
ば
な
ら
ね
。

.：營
業
の
自
由
、金
融
の
自
由
、結
婚
及
び
定
住
の
自
由
が 

得
ら
れ
た
ら
ば
、之
れ
で
凡
ベ
て
、必
然

.欠
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
が
生
れ
た
ど
考
へ
て
は
な
ら
ぬ
。
 

他
の
も
の
は
、自
か
ら
生
ず
る

v

信
じ
て

.は
な
ら
ぬ
。

い
つ
で
も

1̂
の
^
定
的
消
極
の
行
爲

k 

對
し
て
積
極
的
活
動
が
添
は
ね
ば

な
ら
ぬ
、

そ
し
て
此
の
活
動

^
は
、個
人
、組
合
、學
校
、敎
會
、地
方 

自
治

.
'團
體
及
び
國
家
政
府
が
協
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、又

I

部
で
は
あ
る
が
新
し

S

機
關
官
廳 

ど
法

#

ビ
が
爲
め

^
欠
く

^-
か
ら
ざ
る
の
で

'あ
る』

:.
:
ハへ九
——

九
0
ー良)

シ
ュ
モ
ラ
ァ
は

M 

R
社
會
問
題
の
證
左

ビ
し
て
人
口

'問
題
.結
：婚
問
題

^
言
及
し
、更

k
産
業 

生
活
上

^
及
ぼ
す
實
際
上
の
諸
施
設
を
說

5

X
場
法
の
意
義
は
個
々
の
命
令
及
び
禁
制
に

# 

せ
ず
し
て
、寧
ろ
、ェ
場
主
及

a
勞
働
者
の
道
義
的
見

.解
を
常

k
-改
變
せ
し
む
る
敎
育
的
双

* 

k
 

あ
グ

w

說
き
、更

k
轉
じ

v

は
、是
等
國
家
の
施
設

.V」

關
聯
し
て
、自
主
：自
助
の
制
度
ど
國
家
救
助 

の
手
段

(£
の
差
異

W
K論
及
す

.る
。
此
の

0

}c

つ
い
て
は
自
助
の
效
果
を
認
め

'/
2
け
れ
.ざ
も
.シュ
 

モ
.
ラ：ァ
は
上
流
階
級
の
善

i

待
せ
ず
、下
層
階
級
の
精
神
的
自

.主
的
高
上

ic
期
待
せ
ざ
る
が 

故
仪
國
權
主
義
的
で
あ
る

o
、.自
助
ビ
國
家
補
助

ビ
の
一
兩
者
を
對
照
ヾ

」

す
る
が
如
さ
は
誤
々
且 

つ
不
明
瞭
な
も
の
で
あ
る

0

:シ
ュ
モ
ラ
ァ
は
共
同
蚂
合
の

.組
織

k
於
い
て
、シ
ュ
グ
ジ
：亍
デ
：ジッ 
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獨
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會
政
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論
湔
史

ザ
功
組
織

ム

樣
ど
、國
家
の

ェ

場
®

督
官
が

之
れ

%

組
織
し

様
ゼ
效
果
は
同

及

'f
t

®

ギ
動
機

^

馳
ち
れ
て
、
ょ

ぅ
：高

^

敎
養
が
下

#

階
級

K

作
用 

生
ゼ
' L

め
る

.

の
で
あ
る

^

觀
る
。
：
，

,
シ

ュ

ギ

ラ
I

本

書

は

泛

そ

の

主

眼

た

る

手

工

業

者

救

濟

■

策
を 

a

政

府
©
國

家
£

.
て
Q

s

?

2

5

fし

I

 

s

f
し
て 

:
即

此

の

本

書

れ

於

い

て

後

年

所

謂
ft
會

政

策

論

の

槪

略

が

旣

に

ほ

ぐ

盡

み

第九號 
じ
て
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し

之

れ
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論
じ
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後

ゐ
る
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f
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一.
.
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、

、

本

稿

は

§

レ
r

f

フ

ァ

の

ァ

.
ダ

ム
•
ス

ミ

ス

經

濟

學
の

批

判
や

ブ

レ

シ
タ

ノ

勞

働
 

k
言

及

し
® 

I

會

政

策

學
會」Q

成

立
：
以

前
h
及

ば
J

す

5

 

J

で

あ
^

で
^

數

の
超
過
を
恐
れ
て
、兹
に
；

一

先
づ
擱
筆
す
る
。
し
か
の
所
期
の
目
的
で
あ
る
、自

ri
l
主
義
經
濟
論 

對
社
會
政
策
理
論
の
對
照
は
不
充
分
な
が
ら
も
明
ら
か
に
し
得
た
ど
思
ふ
。

例
へ
ば
、自
出
主
義
經
濟
論
は
、良

ff
l
放
任
政
策
の
根
據
ヾ

」

し
て
、個
人
主
義
社
會
哲
學

?:
持
ち
、
 

人
間
活
動
の
自
利
的
動
機
を
抽
象
し
其
の
作
用
が
最
大
の
效
埤
を
か

^

_

收̂
め
得
る

#
に 

,(:
!

然
法
則
の
作
用
を
認
め
、夂
、從

つ

て

經
濟
活
動
以
外
の
動
機
は
全
然
、

㈣

視
せ
ざ
る
に
し
で
も
、
 

之
れ
を
次
序
的

^
認
め
、且

o.
經
濟
的
福
祉

‘即
社
會
進
步
の
考
ヘ

R
於
‘

て
は
經
濟
主
義
の
見 

解
を
ど
办
、且
つ
又
生
產
第

一

主
氣

ic
立

脚

し

て

む

る

。
へ

之
れ

^
反
し
、社
會
政
策
的
现
論
は
、社
會
哲
學
上
化
於
い
て
は
犖
體
主
義

(

ユ
ー
1
グ
ァ
ナ
ソ
ズ 

ム.

)

の
傾
向
を
示
し
、社
會
或

.ひ
は
國
家
は
文
化
進
涉
の
擔
當
機
關

.ヒ
：な
し
、自
然
法
的
社
會
現
象 

t

西
定
し
て
、人
間
意
志
及

.■び
文
化
'活
動

^
立
脚
す
る
活
動
現
象
め

'且
つ
具
體
的
歸
納

敗 

方
法
を
以
，つ
て
對
立
し
て
れ
る

.
9 

.
生
產
主
義
に

»:
■
し
て
：は
免
配
制
度
の

a ：
視
を：

說
さ
、經
濟
主 

義

ie
對
し
て
文

.化
®
理
其
の
他
の
諸
人
間
活
動
を
竝
列
せ
し
め
で
、自
制
的

.動
機
：の

.單
一
.的

» 

出
を
以
つ
て
不
可
ミ
す
各
、換
言
や
れ
ば
、方
法
論
上
：に
於
い
て
は
經
濟
學

$
齡
_
學

ど
?:
;
:
混

岡
 

し

で

，
み

る

、
人

間

の

.

全「

'

生
故
か
®
.
を
交
叉

»

係 

<
観

て
、其
の
方
法
論
上
の
分
離
紅
は
か
ら
な
い
。
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:
斯
ぐ
如
念
が
自

S

放
任
論
及
び
社
會
政
策

.論

.の
對
照
で
あ
る
。
政

策
理
論

ど
し
て
の
當 

杏
は
ふ
づ
れ
に
お
る

.か

.之
れ
は
當
終
、，
濟
學
が
規
輯
的
科
學
な
彡
や
否
や

0'
間
題
ど
は
別
陬 

題
で
あ
る

o

經
濟

.學
k
ば
愉

.

理
,
徵
値
判

i

的
動
機
於
加
は

f
rぬ
.ビ
宏
ひ
、加
ふ
可
し

ビ
云
ふ 

論
雷
對
し
て

J

れ
た
批
評

1

,
0免

.、'
で
は
，政
策
理
論
の

5

に
適
合
す

S-
も
の
で
は 

な
レ

此
の

»
政
策
理
論

>い
づ
れ

'の

行

方

を

现

つ

て

是

ど

す

る

や

汉

就

い

て

，
の
-斷

案

は

今

暫 

ら
く

*之
れ
を
避
け
る

9

政
策
論
は
，

I.

方
、諸
般
办
現
實
的
事
慠
や
他
の
動
機
の
作
用
を
考
察
す 

る
必
要
が
あ

i

共
2

“

有
す

る
.

趣
想
忆
よ
つ
て
導
か
れ
ね
ば
な
ら

g
。

.
し
.か
し
又
、如
何 

な
る
政
策

'を
た
て
る
，か

ビi
K

ぶ
問
題
は
、政
策
其
の
ち
の
の
理
論
、政
策
ど
は
ざ
ん
な
も
の
か
、政 

策
理
論
は
如
何
な

§

方
法
じ
ょ
る
も
の
か
、の
問
題
ビ
は
別
で
ぁ
る
。

へ' 
前
者
は
實
際
的

諸
政

策 

の
問
題

.で
あ
っ
て
後
者
は
政
策
理
論
の
科
學
的
研
究
の
對
象
で
あ
る
。

':
自
®
放
任
政
策
ど
社 

會
政
策
ど
は
第

'
I

の
點

k
於
け
る
楚
別
以
外
果
し
て
第
二
の

§

ち
政
策
理
論

ビ
し
て
、
*.
の
.
 

湖
究
方
法
の
行
き
方
が

V」

れ
程
迄
，異
な
る
か
、之
れ
が
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
亍

)

正
統
派
經
濟
學
批
判
者
と
し
て
の
シ
ス
モ
シ
デ
ィ

—

特
R

彼
れ
の

恐
慌
論
? :

中
心̂

し
て——

1
-

.

..永

田

 

淸

■'
 
'

 *

 
••
 

•
. 

.

.

.

 

-

 

<

-

.

.

. 

• 

• 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

本
稿
は
衆
京
取
大
に
於
る
フ
ラ
ン
ス
學

.會
講
演
會

.に
於
.
.て用
ゐ
：壳
る
講
演
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部
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筆
補
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施
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ド
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言

葉
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何

り

然

ら
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富
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切

で

、
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間

は

絕

對
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何

物

で

も

なS

の
か」
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^
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ふ

の

が

あ

る
O 

N
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言

葉
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彼
れ
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ァ
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ト
ー
グ
レ
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よ
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來
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何

故
^

新

原

理

ど

稱

す

る

か

。
彼

れ

は
| |
ふ
、「

稍

*
漠 

然

た

る

乙

の

標

題
.の
爲
め
^

、
該

書

は

單

に

新

刊

の

經

濟

學

入

門

睿

に

す

ぎ

攻

い

ビ

思

は

し

め

る

か

も

知

れ

ぬ

。

け 

れV
」

も

余

の

抱

負

は

遙

か
R

高

い

。
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な

，
る
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